
【別紙１】

１　教育目標

３　自己評価（達成状況）と学校関係者評価　【A：肯定的な自己評価の合計が80％を超え、かつ「よくできた」が25％を超える。　C：肯定的な評価が50％未満、かつ「よくできた」が10％未満。】

本年度重点指導事項 評価項目 評価 具体的な取り組み 改善すべき課題 具体的な改善の方策

①めあてを示し、自ら課題を見つけて主体的に取り組めるように工夫 B

②協同的探究学習の手法を用いて多様な考えを引き出し、深めた B

③個に応じた指導で、基礎・基本の習得を図る B

④学習支援が必要な児童への配慮 B

⑤言語活動を充実させ、「ことばの力」の育成に努める B

⑥読書活動の充実 B

⑦安心して帰属できる学級づくり B

⑧自主的な態度を育む学級活動 B

⑨いじめを許さない意識の醸成、心の通い合った学級づくり A

⑩互いに認め合える、多様な他者との共生に向けた人権教育 B

⑪「考え、議論する」道徳の実施と授業時間の確保 B

⑫教科横断的な体験活動の実施 B

⑬地域人材等を活用したキャリア教育の充実 B

⑭楽しさ・心地よさを味わえる体育授業等の工夫 B

⑮栄養教諭と連携した食育指導 A

⑯なかよし農園を核とした食育の充実 B

⑰手洗い等、感染予防対策の徹底 A

⑱養護教諭と連携したいのちを大切にする保健教育 A

⑲登下校指導等の安全教育 A

⑳なかよし学級への理解、共に生きる思いやりの心の育成 B

㉑特別支援教育への理解を深め、児童への適切な支援に努めた B

㉒ユニバーサルデザインの授業・教室 B

㉓個別の支援計画に基づいた支援・就学指導 B

㉔個人目標の設定し、資質能力向上に向けて研鑽を積んだ B

㉕テーマに沿って校内研究が効果的に実施された B

㉖業務・会議の精選・効率化 C

㉗校務分掌組織と協力体制 C

㉘定時退勤の意識化 B

㉙自身の働き方の見直しと職務の効率化、勤務時間の適正化 C

㉚校内･登下校･緊急時の危機管理。安全・防災教育の推進 B

㉛いじめの積極的な認知と情報共有・組織的対応 B

㉜いじめの未然防止（温かい人間関係づくり）と早期発見 B

㉝SC・SSWと連携した、いじめ・不登校への適切な対応 B

㉞心の通い合った人間関係にもとづく生徒指導 B

㉟ケース会議等、生徒指導上の課題の情報共有と組織的対応 B

㊱たよりやHPによる積極的な情報発信 B

㊲保護者との連絡を密にして信頼関係の構築に努めた B

㊳こども園・中学校との連携を工夫 B

　

Chromebookの活用（保護者より）

家庭と連携した読書活動（保護者・教職員より）

〇オープンスクールや適切な学校行事による教育活動の公開
〇スクリレやＨＰによる積極的な情報発信
〇学校運営協議会による地域とともにある学校づくりの推進
〇地域・家庭の教育力を活用した教育活動の工夫

２　指導目標（めざす児童像）

会議の効率化と適正な実施（教職員より）

校内研究について教科等内容の検討（教職員より）

〇校内支援体制の確立とインクルーシブ教育システムの構築
〇個別の指導計画に基づく一人一人の多様な教育的ニーズに
　応じた支援・指導の実施
〇SC、SSW、関係機関等と連携協力した個別の教育支援の充実
〇交流及び共同学習の推進による「心のバリアフリー」教育
　の推進

加古川市立東神吉南小学校　　　　　令和５年度　学校評価概要

「自ら考え、やりぬく子を育てる」　　ひとりひとりを伸ばす教育を基盤にすえ、「未来への道を切り開く力」の育成

・自ら学び よく考える子　　　　・思いやりのある すなおでやさしい子　　　　・心身ともに健康で たくましい子

性教育のあり方についての検討（保護者より）

「確かな学力」の育成

「豊かな心」の育成

〇「協同的探究学習」を取り入れた授業づくり
〇学習の見通しやめあてを持たせ、成長を実感できる振り返
　りを工夫する
〇ユニバーサルデザインの授業づくり
〇児童の的確な実態把握に基づく補充的・発展的な学習の工
　夫
〇各教科における「記録」「要約」「説明」「論述」等の言
　語活動の充実
〇家庭・地域・公立図書館等と連携した読書活動の充実

〇「アセス」「心の相談アンケート」教育相談及び南っ子相
　談の効果的な活用による心の通い合った生徒指導の実施
〇自主性を育てる特別活動と「いのち」を大切にする教育の
　充実
〇「特別の教科　道徳」を要とする道徳教育の充実と人権教
　育の推進
〇なかよし農園など地域・家庭と連携した体験活動の充実と
　キャリア教育の推進

・スクリレ等を活用した積極的な取組等の周知
・Chromebookの持ち帰りについての検討（学年に応じて）  宿題等での活用
・クロームブック活用目標の周知徹底ならびに利活用

・スクリレ等を活用した積極的な取組等（スタンプラリーなど）の周知
・朝学等での読書タイムの実施（実施頻度や時間・内容等は学年に合ったものとなるよう
検討）
・家庭と連携した取組の検討
   親子読書（兵庫県道徳教育副読本等）・長期休業中等の取組
・図書ボランティア等と連携した取組の充実（読み聞かせなど）

・道徳科年間計画の随時見直しの実施
・発達段階等に応じた交換授業や道徳科時間割固定等の実施
・兵庫版道徳教育副読本（心シリーズ）活用の充実
・【再掲】家庭と連携した取組の検討
　　親子読書（兵庫県道徳教育副読本等）・長期休業中等の取組
・児童会活動等児童が主体的に考える取組の充実
　　心の絆プロジェクト・異年齢交流等

・性の多様性に関する取組の充実
・保護者参加も含めた講師等を招いた取組の検討

「健やかな体」の育成

安心・安全な学校づくり

「考え、議論する」道徳授業の実施（教職員より）

単発的取組に終わらないなかよし学級児童との交流（児童より）

〇体を動かす楽しさや心地よさを味わわせる体育科授業の工
　夫
〇教育活動全体を通じた食育の推進
〇発達段階に応じた健康教育、交通安全教室や防犯教室を活
　用した安全教育の実施

　【学校関係者評価】
・不登校やいじめ問題について、学校運営協議会での協議事項として扱えるのではないか。カウンセラーの要請など、協議会として可能な協力をしていきたい。
・保護者アンケートにおける早期発見・早期対応の肯定的意見が低い点については、子どもの声をもっと聞いてほしい表れではないか。その時間を確保するためにも、ゆとりのある業務となるよう改善する必要がある。
・保護者アンケート結果より、いじめの早期発見・対応や家庭との連携について否定的意見が多いことは重く受け止めたい。学校の取組を正しく保護者と共有し、「知らないことによる不安・心配」を払拭するためにも、授業参観や個別懇談に注力を。
・業務内容について、昔からの恒例的なものは見直す必要がある。仕事内容を書き上げ、スクラップしていくものを洗い出すことも重要である。
・タブレットを使用した学習やプログラミング学習に注力するべき。迅速に対応するべき課題である。
・いじめ問題（荒れの問題）については喫緊の課題である。話し合える相手がいることが重要であり、絆づくりの取組が必要ではないか。また早期対応は必須事項である。
・教員という「働きがい」を効果的に実現していくためにも、先生方はもちろん地域住民のためにも連携を強め、学校運営協議会として改善に向けた具体的な方策を探りたい。

いじめの未然防止・早期発見・早期対応に関する取組の周知（保護者
より）

アフターコロナにおける学校園連携ユニットの推進（教職員より）

学校・家庭・地域の連携した生徒指導の推進（保護者より）

・神吉中学校区ユニット推進部会と連携した、なわとび等縦の連携を意識した取組の継続

・学校運営協議会と連携した積極的な情報共有
・【再掲】学校園支援ボランティアの充実

・個別の指導計画を基にした交流授業への弾力的な参加
　　個に応じた体制づくりのための児童・家庭・学校の積極的な情報共有
・休み時間や掃除等授業時間以外での交流の活発化

・会議の精選
　二部会検討内容の精選（開催を４月・夏季休業中・３月の計３回とする）
　職員会議を毎月１回開催、資料事前配付の徹底
　運営委員会を毎月１回開催（議題の精選を行い、検討議題のない場合は開催しない）
・不登校・いじめに関する報告シートの検討・活用による会議時間の短縮
・学校園支援ボランティアの充実

・研究テーマに合った教科の設定

・学校だよりによる取組の周知
　　心の絆プロジェクトの取組紹介
　　いじめに関する内容配信時は分かるようにメッセージにタグを付ける
・不登校対策ならびにいじめ対策委員会を原則隔月で開催
・【再掲】児童会活動等児童が主体的に考える取組の充実
　　心の絆プロジェクト・異年齢交流等

特別支援教育の充実

教職員の資質向上

開かれた学校づくり

〇業務・会議の精選及び効率化により児童とかかわる時間の
　確保
〇「協同的探究学習」を活用した一人一授業の校内研究の実
　施
〇教職員の情報共有と組織的な対応による協働体制づくり
〇定時退勤日の実施と記録簿の活用による勤務時間の適正化

〇「危機管理マニュアル」の活用と評価・見直しの実施
〇地域・家庭との緊密な連携協力体制づくり
〇安全点検の実施と学校施設の適切な管理


